
オーエスジー

　
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
の
「
Ｕ
Ｖ
Ｍ
シ
リ

ー
ズ
」
は
研
磨
技
術
の
進
化
に
よ

り
、
高
品
質
、
高
精
度
を
実
現
し
た

極
小
径
超
硬
ド
リ
ル
。
高
精
度
シ
ャ

ン
ク
を
採
用
し
、
真
円
度
０
・
２

以
下
、
面
粗
さ

Ｒ
ａ

０
・
０

４

以
下
を
実
現
し
て
い
る
。
超

薄
膜
仕
様
の
ス
ム
ー
ス
コ
ー
ト
、
Ｕ

Ｖ
Ｍ
専
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ー
ト
、

新
Ｄ
Ｌ
Ｃ
コ
ー
ト

特
殊
品

の
３

種
類
を
用
意
し
、
あ
ら
ゆ
る
被
削
材

に
対
応
す
る
。

　
Ｕ
Ｖ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
は
全
数
に
品
質

検
査
を
行
い
、
製
品
ラ
ベ
ル
に
は
１

本
ご
と
に
、
直
径
の
マ
イ
ナ
ス
量
を

表
示
し
て
い
る
。
ド
リ
ル
の
直
径

は
、
０
・
０
２

か
ら
加
工
穴
の

深
さ
に
応
じ
て
、
Ｌ
／
Ｄ
値
で
５

Ｄ
、

Ｄ
、

Ｄ
タ
イ
プ
を
標
準
品

と
し
て
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
専
用
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
施
し
、
高
剛
性
３
枚
刃

を
採
用
し
た
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク

用
の
極
小
径
ド
リ
ル
も
受
注
品
と
し

て
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

住
友
電
工

　
住
友
電
工
の
微
細
穴
加
工
用
超
硬
ド
リ
ル
は
「
マ

イ
ク
ロ
マ
ル
チ
ド
リ
ル
Ｍ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
型
」
と
「
ミ
ニ
マ

ル
チ
ド
リ
ル
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
型
」
の
２
シ
リ
ー
ズ
で
展
開

し
て
い
る
。

　
「
Ｍ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
型
」
は
刃
径
０
・
０
３

か
ら
０

・

の
極
細
径
で
、
８
ア
イ
テ
ム
を
標
準
化
。

鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
、
銅
の
微
細
穴
あ
け
に
最
適

で
、
直
径
０
・
０
０
５

毎
で
も
製
作
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
「
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ
型
」
は
刃
径
０
・
２
０

か
ら
１
・
０
０

ま
で
、
直
径
０
・
０
１

と
び
の

ア
イ
テ
ム
を
標
準
化
。
高
硬
度
・
高
靭
性

超
硬
母
材
と
、
高
剛
性
設
計
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
耐
折
損
性
が
大
幅
向
上
。
さ
ら
に
専
用
の
Ｐ
Ｖ

Ｄ
コ
ー
ト
採
用
に
よ
り
、
寿
命
も
大
幅
ア
ッ
プ
し
、

炭
素
鋼
、
合
金
鋼
、
ダ
イ
ス
鋼
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
な

ど
幅
広
い
被
削
材
に
適
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

刃
径
の

倍
ま
で
の
深
穴
加
工
に
も
対
応
す
る
。

ダイニチ

　
ダ
イ
ニ
チ
は
髪
の
毛
よ
り
細
い
穴

開
け
加
工
か
ら
、
精
密
ネ
ジ
１
本
の

試
作
ま
で
を
手
掛
け
て
い
る
。
微
細

加
工
技
術
と
最
新
マ
シ
ン
を
駆
使

し
、
多
用
な
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
、
低

コ
ス
ト
で
対
応
す
る
。
直
径
０
・

の
超
細
穴
か
ら
、
同

ま

で
の
穴
開
け
加
工
に
対
応
。
ま
た
、

深
穴
で
は
直
径
０
・
１

で
深
さ

２
・
３

、
直
径

で
最
大

２

ま
で
開
け
ら
れ
る
。
六
角
形
や

長
方
形
を
は
じ
め
、
多
角
穴
開
け
や

異
形
穴
な
ど
の
難
し
い
加
工
も
可

能
。
さ
ら
に
加
工
穴
に
は
ホ
ー
ニ
ン

グ
加
工
に
よ
る
仕
上
げ
も
行
え
る
。

　
同
社
で
は
マ
イ
ク
ロ
ド
リ
ル
を
中

心
と
し
た
ド
リ
ル
の
再
研
磨
事
業
も

行
っ
て
い
る
。
刃
の
直
径
０
・
１

―
１

ま
で
の
超
硬
ド
リ
ル
の
再

研
磨
が
可
能
。
再
研
磨
用
に
手
動
研

削
盤
と
精
密
測
定
機
を
導
入
し
、
受

注
は
１
本
か
ら
対
応
す
る
。
再
研
磨

を
終
え
た
ド
リ
ル
に
は
、
写
真
付
き

の
検
査
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
い
る
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
落
ち
込
み
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
っ
た
工
作
機
械
・
切
削
工
具
市
場
だ
が
、
今
回

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
工
具
の
製
造
拠
点
も
ま
た
、
多
く
が
影
響
を
受
け
た
。

先
の
大
型
連
休
中
も
工
場
を
操
業
し
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
図
っ
た
企
業
も
多
い
と
い
わ
れ
る
。
市
場
の
先
行
き

に
は
ま
だ
不
透
明
感
が
残
る
も
の
の
、
こ
こ
へ
き
て
自
動
車
産
業
な
ど
で
は
ア
ジ
ア
圏
の
需
要
を
背
景
に
早
い
時

期
に
フ
ル
操
業
に
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
支
え
と
な
る
の
が
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品

を
効
率
的
に
生
み
出
す
小
径
・
深
穴
あ
け
加
工
技
術
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル

　
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
は
Ｈ
Ｒ
Ｃ

―

の
高
硬
度
材

へ
、
穴
深
さ

Ｄ
以
上
の
深
穴
加
工
を
行
う
「
ト
グ

ロ
ン
ハ
ー
ド
ロ
ン
グ
ド
リ
ル
」
を
開
発
し
た
。
同
ド

リ
ル
の
用
途
の
一
例
に
、
金
型
用
の
エ
ジ
ェ
ク
タ
ピ

ン
の
穴
加
工
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
型
へ
直
彫
り
加
工

を
行
っ
た
後
、
放
電
加
工
機
に
ワ
ー
ク
を
移
す
こ
と

な
く
、
そ
の
ま
ま
同
ド
リ
ル
に
よ
り
深
穴
加
工
を
行

う
こ
と
で
、
ワ
ン
マ
シ
ン
・
ワ
ン
プ
ロ
セ
ス
で
加
工

が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
穴
位
置
精
度
や
寸
法
精
度

が
向
上
す
る
上
、
工
程
集
約
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、

納
期
短
縮
が
期
待
で
き
る
。

　
サ
イ
ズ
は
刃
径
１

―
６

、
３
枚
刃
で
溝
長

は
直
径
の

倍
と

倍
。
穴
位
置
精
度
の
確
保
に
は

高
硬
度
材
用
位
置
決
め
面
取
り
工
具
「
ト
グ
ロ
ン
ハ

ー
ド
Ｓ
Ｐ
」
や
「
ト
グ
ロ
ン
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ー
ド
Ｓ

Ｐ
」
な
ど
と
の
併
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

有
力
各
社
の
製
品
＆
技
術

小径・深穴あけ加工技術“強い製品づくり”に貢献する
順不同

付
加
価
値
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
新
領
域
へ
適
用
拡
大
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こ
れ
か
ら
の
切
削
工
具

は
、
低
コ
ス
ト
化
と
高
性
能

化
へ
の
二
極
化
が
さ
ら
に
進

む
と
の
見
方
が
あ
る

機
械

技
術
２
０
１
１
年
１
月

号

。
こ
れ
を
援
用
す
る
な

ら
小
径
加
工
や
深
穴
加
工
に

使
わ
れ
る
ド
リ
ル
は
後
者
の

代
表
的
存
在
で
あ
り
、
微
細

加
工
な
ど
付
加
価
値
の
向
上

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
他

の
加
工
方
法
に
比
べ
制
限
が

少
な
く
多
様
性
の
あ
る
技
術

と
し
て
、
製
造
業
に
と
り
、

重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
も
と
も
と
ド
リ
ル
に
よ
る

穴
加
工
は
切
削
加
工
の
中
で

も
量
の
多
い
割
に
加
工
点
が

見
え
ず
、
切
り
く
ず
排
出
に

伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
な

い
な
ど
独
自
の
難
し
さ
が
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

が
、
工
具
、
治
具
、
機
械
、

切
削
油
剤
の
発
達
に
加
え
、

設
計
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

技
術
や
セ
ン
サ
ー
類
な
ど
の

進
歩
に
よ
っ
て
、
近
年
そ
の

領
域
を
大
き
く
広
げ
て
い

る
。
難
度
の
高
か
っ
た
小
径

穴
あ
け
、
深
穴
あ
け
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
そ
れ
ま
で
主

流
だ
っ
た
加
工
法
の
代
替
技

術
と
し
て
の
利
用
が
さ
ま
ざ

ま
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

□
　■
　□

　
近
年
、
電
子
部
品
や
医
療

機
器
製
造
分
野
を
は
じ
め
と

し
て
小
径
加
工
の
ニ
ー
ズ
が

増
え
て
い
る
。
例
え
ば
精
密

搬
送
装
置
の
バ
キ
ュ
ー
ム
、

燃
料
噴
射
、
紡
糸
装
置
、
半

導
体
や
液
晶
製
造
の
過
程
な

ど
に
使
わ
れ
る
ノ
ズ
ル
で

は
、
穴
加
工
が
性
能
向
上
の

カ
ギ
と
な
る
ケ
ー
ス
は
少
な

く
な
い
。

　
微
細
加
工
に
は
多
く
レ
ー

ザ
ー
や
放
電
加
工
機
が
用
い

ら
れ
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
れ

ば
切
削
加
工
で
は
難
し
い
複

雑
で
緻
密

ち
み
つ

な
加

工
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、

穴
を
あ
け
る
こ
と
に
限
れ

ば
、
ド
リ
ル
を
用
い
れ
ば
熱

な
ど
に
よ
る
被
加
工
材
に
対

す
る
影
響
が
少
な
く
、
材
料

の
幅
が
広
い
。
効
率
的
な
加

工
が
で
き
て
精
度
も
良
く
、

設
備
も
導
入
し
や
す
い
。

　
工
具
メ
ー
カ
ー
側
の
取
り

組
み
も
活
発
で
、
近
年
直
径

０
・
１

以
下
の
ド
リ
ル

の
品
ぞ
ろ
え
に
力
を
注
ぐ
メ

ー
カ
ー
が
増
え
た
。
微
細
加

工
を
得
意
と
す
る
企
業
に
よ

っ
て
は
、
専
用
の
加
工
機
を

用
い
て
直
径
０
・
０
２

の
穴
を
あ
け
る
こ
と
も
可
能

に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
深
穴
あ
け
に
つ
い
て
は
、

近
年
汎
用
機
と
ド
リ
ル
の
組

み
合
わ
せ
が
目
立
つ
。
専
用

機
と
さ
れ
る
ガ
ン
ド
リ
ル
マ

シ
ン
な
ど
を
用
い
て
、
直
径

の

倍
か
ら

倍
と
い
っ
た

穴
を
あ
け
る
こ
と
は
従
来
か

ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
自
動

車
エ
ン
ジ
ン
部
品
や
医
療
機

器
、
繊
維
機
械
な
ど
の
ニ
ー

ズ
か
ら
、
効
率
が
よ
く
ラ
イ

ン
の
変
化
に
対
応
し
や
す
い

汎
用
機
と
オ
イ
ル
ホ
ー
ル
付

き
ド
リ
ル
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て

倍
か
ら

倍
程

度
の
径
を
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り

返
さ
ず
加
工
す
る
方
法
が
普

及
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近

で
は
ド
リ
ル
加
工
の
制
約
の

少
な
さ
に
着
目
し
、
直
径
１

以
下
の
小
径
か
つ
深
穴

を
放
電
加
工
機
な
ど
に
変
わ

っ
て
ド
リ
ル
加
工
す
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
。


